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伊東市教育委員会定例会会議録 

１ 日 時 令和８年１月２６日（月曜日） 

午後２時３０分～午後４時２５分 

２ 場 所 伊東市役所高層棟５階中会議室 

３ 出 席 者 委員 遠山 泰範（教育長職務代理者） 

  委員 辻 恵    委員 北岡 ゆうこ 

  委員 秋山 佳輝 

４ 参  与 教育部長 西川 豪紀  次長兼教育総務課長 杉山 宏生 

       教育指導課長 森田 まり  幼児教育課長 鈴木 慎一 

       生涯学習課長 山下 匡弘 

５ 事 務 局 教育総務課課長補佐 石川 貴士 

６ 会議の経過 

遠山教育長職務代理者：ただ今から伊東市教育委員会１月定例会を開会する。

議事に先立ち事務局からの報告を行う。 

 （事務局から資料確認） 

事務局：傍聴希望者が１人いるので、傍聴を許可するか職務代理者に伺う。 

遠山教育長職務代理者：１人の方からの傍聴の申し出について、傍聴を許可し

たいと思うが、いかがか。 

 （異議なし） 

遠山教育長職務代理者：承認が得られたので、傍聴を許可し、傍聴人に入室し

ていただく。 

 （傍聴人入室） 

遠山教育長職務代理者：議事に入る前に、会議の非公開について諮りたい。本

日の日程のうち、各課報告において、教育指導課から生徒指導の報告がある場

合には、伊東市教育委員会会議規則第９条により秘密会としたいと思う。賛成

の委員は挙手を願う。 

 （挙手全員） 

遠山教育長職務代理者：承認が得られたので、教育指導課から生徒指導の報告
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がある場合には秘密会とする。 

遠山教育長職務代理者：議事に入る。始めに、令和７年７月定例会、８月定例

会会議録の確認を行う。修正点等はあるか。 

 （意見なし） 

遠山教育長職務代理者：会議録を原案どおり承認してよろしいか。 

 （異議なし） 

遠山教育長職務代理者：承認が得られたので、令和７年７月定例会、８月定例

会会議録は原案どおり決定する。会議録の署名は職務代理者として私が署名さ

せていただくほか、委員の署名は辻委員にお願いする。 

遠山教育長職務代理者：各委員からの報告をお願いする。 

Ｂ委員：１月４日に、かどの球場の上の芝生広場で凧あげをしている子どもを

見て、小学生と幼稚園生ぐらいで、お父さんも一緒に来ている家庭もあった。

なかなか上がらないということで、一生懸命お父さんが持って走ったり、小学

生ぐらいの子が上手に綺麗に上げていた。今は、昔の遊びがなかなかない中で、

親子での光景が嬉しかった。昔ながらの遊びだが、今思うといいなと感じた。 

遠山教育長職務代理者：年末年始、家庭での時間が増えるタイミングなので、

家族での光景が増えることはとてもいいと思う。 

Ａ委員：１月１１日に二十歳式に出席をさせていただいた。とても落ち着いた

雰囲気で、厳かな中にも温かみがある式であった。行く途中、歩いている方や

少し早めに集まっている方々が、とてもニコニコした表情で集まってくる様子

を見て、やはりこういう式はとても大事なことだと改めて思いながら参加させ

ていただいた。終わってから写真を撮ったり、同級生同士で集まったり、保護

者の方も入ってとてもいい時間だった。毎年、企画をしていただいて、こうい

う節目の時に周りの大切な方と改めて時間を過ごせることが本当に大事だと思

った。実行委員の方々もとても細かいところまで、色々と工夫してやっていた

だいたので、また来年以降もぜひ続けていただきたい。 

遠山教育長職務代理者：次に議題に入る。議決事項の教議第６号「令和６年度

伊東市教育委員会自己点検・評価報告書について」を議題とする。 
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（事務局から資料に沿って説明） 

遠山教育長職務代理者：ただいまの説明について、意見・質問はあるか。 

Ａ委員：令和６年度だとだいぶ前の情報になってしまう。一昨年のことがほと

んどで、去年１年間も色々な活動をしていて、情報が錯綜してしまって振り返

った時に、そこまで振り返りきれなかったところが大前提としてある。来年以

降、年度が終わって、なるべく早い時期に出していただくと、確認しやすいと

思う。その上で、可能な限り色々な資料を見ながら、振り返りたいと思う。 

Ｃ委員：１７番の給食センターの地産地消の件で、旅館業・宿泊業では、地産

地消と言っても、宿泊するお客様の数が多い日と少ない日があるので、泊まり

に来るお客様の数量を確保することが難しいと、よく出入り業者に言われる。

学校給食では、伊東で何が食べられるのか、何が取れるのかということを子ど

もたちに知ってもらいたいと思うが、旅館よりも数量が多いことから毎日確保

することが難しい中で、例えば１か月に１回でもイベントのような形で、子ど

もに分かるように伝えたり、伊東と言っても、やはり住んでいる場所は伊豆半

島なので、伊豆のことに視野を広げて子どもたちに伝えてもいいのかと思った。 

Ａ委員：まとまった数で地産のものを揃えていくことだけで大変だということ、

それこそ仕事で関わっている中で教えていただいて、本当に大変なことだと思

う。やはり大事なことでもあるので、今おっしゃったみたいに毎日コンスタン

トにというよりは、凝縮して例えば今日は半分以上が伊豆産のもの、伊東産の

ものという形で、かえってＰＲするメリハリをつけていくやり方でもいいので

はないかということだと思う。せっかく一生懸命取り組んでいただいているの

で、Ｃにしてしまうほどなのかということもある。そのあたり基準をうまく考

えていただいて、効果的にそのことが伝わるということを判断基準にしていた

だくと、きっと今やっていただいているところでも、もう少し評価が上がって

くるのではないかという意見だと思う。ぜひ、検討いただきたい。 

Ｂ委員：２５番の多様な保育事業の推進と２７番の情報提供、相談体制の充実

について、評価がＡからＢになった理由を教えていただきたい。 

鈴木幼児教育課長：公立も民間も含めた全保育園の保護者へのアンケートを毎
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年やっている。その中の項目の１つに、多様な保育への取組に対して、満足し

ている・概ね満足している・普通・やや不満・不満の５つの中、満足・概ね満

足の数値を９５％以上が１つの指標になっている。これは、伊東市の総合計画

などで共通して使われている指標になっている。今回、ＡからＢに下がったと

ころだが、実際の満足度としては７７．１％になっている。考え方が目標値に

対する８割から９割でＢ評価になるので、目標値に対しての到達が８２％ぐら

いだったので、今回はＢに下がった。ここの分析だが、多様な保育という表現

にアンケートにも入れてあるが、括弧として休日保育・延長保育・病児保育な

どと入れている。いわゆる、通常保育と別に多様な保育とは、休日や延長、病

児などがあり、実際のところ、公立保育園４園では、休日は４園中２園が実施

している状況で２園は実施していない。延長保育についても、基本的に民間で

あれば、１１時間保育をやった上で更に延長保育を実施しているが、残念なが

ら公立の通常保育は１０時間半という中で延長ができないところもある。また、

病児保育についても４園中２園でしか実施できていないことが、事実としてあ

る。全園の中で病児保育の未実施園だったり、公立での全体的な延長保育をや

っていなかったり、その部分についての評価がどうしても下がってくるところ

はあると思う。やはり保護者も預かっていただいて当たり前というところがあ

るのと、延長のニーズがだんだん高まってきている印象はある。その点で、例

えば病児保育の実施園は、来年度からさらに１園を増やして富士見保育園でも

やっていくところもあったり、公立ならではの多様な保育の１つとして医療的

ケアの子を受け入れたり、公立と民間との役割分担の中で、公立においても多

様な保育のサービス提供を高めていくことは、常に努めていきたいと考えてい

るが、数字で見るとどうしても下がってしまった。公立の方で下がってきたと

ころがあった。そして、２７番の情報提供、相談体制の充実についても、指標

として子育て支援の取組というアンケート項目の中に、子育て相談への対応と

子育て支援センターという項目で、満足している・概ね満足していると回答し

た割合になっている。５年度と比べて下がった事実はある。コロナの時はかな

り下がったことはあったが、その後、利用時間なども伸ばしながら、どの支援
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センターもサービス提供に努めている。７年度のアンケートについては、子育

てに必要な情報の提供という項目も加えて、アンケートする側も何を聞きたい

のかが分かるようにしている。子育て相談への対応だけではなく、子育てに必

要な情報の提供という本来の子育て支援センターの役割をアンケート項目の中

に入れたこともあって、満足度として上がっているところはある。比較すると

下がってしまったことは残念だが、実施する上で利用者にとっても分かりやす

いアンケートにしたり、子育て支援センターをよりサービスを高めて利用時間

を増やしていったり、引き続き努力をしていきたいと思っている。分析はして

いるので、７年度においては高められるようにしていきたいと思っている。 

Ｄ委員：令和６年の評価がこの時期になってしまったことは、特殊な事情があ

ると思うが、ある意味こういうことは鮮度が重要である。評価をすることはあ

くまでも手段であって、評価をすることによって制度趣旨にもあるが、体制を

充実・強化して、効果的な教育行政を推進することに繋がってほしいというこ

とで、端的に言うと遅い気が私自身している。より一層、速やかな作成を今後

お願いしたいことは伝えておきたいと思う。 

西川教育部長：６年度の評価がこの時期になってしまうことは、本当に遅いと

感じている。まさしくおっしゃるとおりだと反省をしているところである。本

来ならば、もっと早く評価して、その評価をしっかりと年度に生かしていく作

業が必要だと認識している。７年度の評価・分析については、８年の早い時期

にしっかりと出す形で取り組んでまいりたいと思う。 

Ａ委員：教育委員会の活動の中で、４番の自己研さん、５番の教育施設に対す

る支援・条件整備がＡになっている。色々な活動を今までもしていて、それこ

そ事務局も色々なところに目を配りながらやっていただいて、Ａでもいい部分

と同時に、これだけＡが並んでいると、印象として結構できている。できてい

る部分はもちろん、通常運営の中でしっかりやっていただいているが、さらに

より良くという伸びしろを作る意味で、例えば自己研さんも委員で行ける時は

研修に行ったり、現場に行くなど、もう少しそういう部分を意識していこうと

いうことで、例えば、自己研さんだけはＢにさせてもらって、伸びしろという
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意味でより現場や色々な知識を学んで、より良い教育委員会にしていこうとい

う形で、全部Ａというよりは、まず私たちが意識を持っていく。通常運営以外

にも、さらに上を目指していこうという意識で、自己研さんはＢにさせてもら

ってもいいのかと思った。皆さんはどう思うか。これは基準があるのか。 

杉山次長兼教育総務課長：基本的には、ＡＢＣＤＥの評価で、大体９０％ぐら

いでＡ、８０％ぐらいという形で指標を作っている。肌感だけだとやはり曖昧

になってしまうので、ある程度は数値的なものを見ながらも、感覚的にやはり

Ｂでいいのではないか、Ａでいいのではないかなど、この場で決めていただい

てやっている。ここ２、３年はそういう形にしている。 

Ａ委員：通常出席しなければいけないと決められたものは出させていただいて

いると思うが、それ以上にもっと意識していこうという意味で、もし委員の皆

さんの了解が得られれば、Ｂにしたい。なぜ下がったのかという部分を見られ

ると思うので、今後の方向性や成果の説明書きのところに、今後さらに研さん

を深めてより良くしていきたい意識のもと、Ｂに変更したと説明書きを入れて

いただければありがたいと思う。いかがか。もしよろしければ、そのような形

でより現場を見て、研さんの場を意識していきたいということで、お願いする。 

杉山次長兼教育総務課長：１７番の給食センターは、Ｃ評価のままでよろしい

か。 

Ａ委員：今の評価基準の中だと、こういうことになるという理解でいいか。 

杉山次長兼教育総務課長：数値として落ちてしまったということである。 

Ａ委員：今の意見をもとに今後、評価基準を次の年から変更ができるようであ

れば、そういう意識をして子供たちにそう思ってもらえる時間をどのくらい効

果的にできたかという評価基準にすると、今の活動でも評価が上がっていくの

ではないかと考える。今年度はこの評価基準で変更はできないと思うので、令

和７年の評価から変更が可能であれば、そこは事務局であったり、現場の方で

あったり、色々なところで評価基準の変更で良いかどうかは、またお諮りいた

だいて、進めていければと思う。 

杉山次長兼教育総務課長：承知した。 
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事務局：先ほど、指摘があった４番の教育委員の自己研さんは評価をＢにして、

取組内容・成果としてはこのまま同じ内容を記載して、今後の方向性を２つあ

るが、上段の部分を「教育現場の現状を知るため」の後に、「今後さらに、積

極的に足を運び、関係者との意見交換を行っていきたい」という記載で良いか。

Ａ委員：評価が変わったので、成果としてＢになった理由を書いた方が良いの

ではないか。今までどおりのことは行っているが、さらに現場の方に出向くこ

ともできたのではないかということ。取組内容・成果と今後の方向性、どちら

が良いか。 

杉山次長兼教育総務課長：取組内容・成果に入れた方が良いと思う。 

Ａ委員：「通常のとおりのことはできているが、さらに現場や研さんの場に出

ていくことができればよかった」というような形でどうか。今後の取組のとこ

ろに、「さらに」ということを足していただいて、フォローするか。書き方は、

「通常運営はできていたが、もっと意識していくこともできたのではないかと

いう反省のもとＢになった。今後は、さらに現場や研さんの場に足を運べるよ

う意識をしていきたい」という感じか。通常の色々な行事には参加させていた

だいているので、伸びしろという部分で書いていただけるといいと思う。ここ

はお任せしてよろしいか。 

事務局：承知した。修正したら、委員に確認していただく。 

遠山教育長職務代理者：その他、意見・質問はあるか。 

 （意見・質問なし） 

遠山教育長職務代理者：教議第６号「令和６年度伊東市教育委員会自己点検・

評価報告書について」は、先ほどの点を修正の上、承認してよろしいか。 

（異議なし） 

遠山教育長職務代理者：委員の皆様から承認が得られたので、教議第６号につ

いては修正の上、公開することで決定した。以上で、議決事項を終了する。 

遠山教育長職務代理者：次に、報告事項に入る。教報第２３号「伊東市伝統文

化育成事業補助金交付要綱の一部を改正する告示について」を議題とする。 

（山下生涯学習課長から資料に沿って説明） 
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遠山教育長職務代理者：ただいまの説明について、意見・質問はあるか。 

Ａ委員：この補助を交付している活動を参考までに教えていただきたい。 

山下生涯学習課長：伊東市文化財史跡保存会が子どもに能を教えており、祐親

祭りで発表しているが、上限の２０万円を交付している。ほかには、上宿町の

祭典保存会のお祭りで、１２万８,７００円の交付となっている。 

遠山教育長職務代理者：その他、意見・質問はあるか。 

 （意見・質問なし） 

遠山教育長職務代理者：以上で、報告事項を終了し、次にその他に入る。まず、

「市議会臨時会の報告について」を議題とする。 

（西川教育部長、鈴木幼児教育課長から資料に沿って説明） 

遠山教育長職務代理者：ただいまの説明について、意見・質問はあるか。 

Ｄ委員：予定では４月から玖須美保育園で実施をするということだが、職員の

数は既存の人員で対応できるのか、増員が必要なのか、そこの見解を聞かせて

ほしい。 

鈴木幼児教育課長：現在、誰でも通園制度を玖須美保育園でやることについて

は、園長をはじめ園の中でも職員会議を開きながら、色々と話し合いをしてい

るところで、一番の課題は職員配置である。が課題になる。伊東市の乳児や未

就園児のニーズをアンケート調査などを事前に行った。どのぐらいの利用者が

いるのかを見込んだとき、現在玖須美保育園で考えていることは、１時間の預

かりで０歳、１歳、２歳で各３人を上限とする。最大で１時間９人の利用上限

となるが、あとは何時に利用の予約があるかなど、月間であればニーズとして

計算上は対応できると思う。０歳が３人で、１歳、２歳が３人となると、配置

基準の中で、０歳は３対１で職員が１人、１歳、２歳については６対１で職員

が１人、最低でも２人は専属で配置する状況になる。おかなければいけない状

況になる。来年度の職員配置の中で、玖須美保育園以外の各園の職員配置がこ

うなると伝え、その中で一時預かりとしては専属で何人、誰でも通園制度の専

属で先ほどの２人を配置し、さらに状況により、どちらでも良いフリーの職員

を配置する全体案を示している。ただ、全体の数は変わらないので、本来であ
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れば、保育園の通常運営の中で、フリーの先生がほしかった部分に誰でも通園

制度の担当として配置をしていくなど、全体の中でどうしてもやりくりをしな

ければいけない。大事なことは、今後も必要な人材を採用していくことだが、

４月からスタートするということで、４月のスタートはこういう配置でこの人

数でいくということを早めに示して、園としてもそれに向けて準備をしていく

ことが大事である。その第１段階は踏んできたと考えている。 

Ｄ委員：第２条の最低基準の目的「利用乳幼児が心身ともに健やかに育成され

ることを保証する。」いわゆる保証とは非常に重い言葉で、よく尊重や保証な

ど法律用語で出てくるが、職員の方々の持つ責任は重いということで、質問さ

せていただいた。 

Ｃ委員：６条の２項「乳児等通園支援事業者は、少なくとも毎月１回、避難及

び消火に関する訓練を行わなければならない。」とあるが、すごく大事なこと

だとは思っている。どこかに提出するなど、何か記録はきちんと取られる形な

のか。 

鈴木幼児教育課長：もちろん記録もするが、実際、玖須美保育園では、毎月園

で避難訓練を行っている。その園の避難訓練に合わせて、今行っている一時預

かり事業の利用者も訓練している。同じく誰でも通園制度の利用者もそれに合

わせて、毎月の避難訓練をやっていく。記録などそういうことは同じようにし

ていくと考えている。 

Ｃ委員：なかなか継続することは大変だと思い、今でもやられているのであれ

ば安心である。 

鈴木幼児教育課長：保育園は、必ず月に１回訓練やっているので、それに合わ

せてやることが１番無理なく継続できると思っている。 

Ｂ委員：第１５条で、「事業者は、食事の提供を行う場合において」というと

ころだが、例えばアレルギー対応が必要な子が利用される場合などは、その都

度、話を事前に聞いたりするのか。そうすると、職員が大変かと思うが、その

辺はどのような対応の仕方で進めていくか、決まっているか。 

鈴木幼児教育課長：実際、玖須美保育園は、園でのアレルギー対応の給食も提
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供しており、一時預かりを利用している子も給食の提供をしている。誰でも通

園制度は時間ごとの利用になるので、あらかじめ食事を取るか取らないかとい

うことは確認した上で、利用するに当たっては必ず面談をしなければいけない

ことになっている。預かりもそうだが、例えば初めての人がネットで予約して

いきなり円に行っても対応はできない。事前にまずは市役所で利用できるかの

許可が必要になり、交付された許可証を持って園に予約をし、予約すると事前

に必ず面談をする。そこで聞くことは、アレルギーがあるのか、普段の家でど

う過ごしているのかなど、不定期な利用であっても面談は必ず必要になってく

る。そこで、アレルギーの確認をして、アレルギーがあるということであれば、

園で対応できるアレルギー食の提供を説明した上で、給食を利用するかしない

かを確認する。そういう意味でも預かりをやっているので、制度は別だが、そ

の中でやっていくことが対応としては大変だが、やりやすいと思っている。 

Ｂ委員：今、支援で関わっている子で、玖須美保育園の一時預かりを利用され

ている子が多くて、混んでいてなかなか入れないという話もたまに聞く。特に

食事などに関しては、また一時預かりの子とは環境が違う子も預かったりする

ので、その辺をうまく面談できちんと話されるということだったが、そこが食

事の面でもうまくいくといいと思う。 

Ａ委員：とても大事な取り組みだと思う。やはり、なかなか親戚や家庭などの

中でも、預かってもらうことが難しい家庭も多いと思う。そういう方々が動き

たい時に、一時的に色々な受け皿があることで、家庭の精神衛生上もとても大

きい役割を果たしてくると思うので、とても大切なことだと思う。色々と配慮

いただく点が多くて大変かと思うが、ぜひ安全に進めていただければありがた

いと思う。あと補正予算の方だが、昨年、色々な形で予算の作業が進まなかっ

たり、来年度、大変な部分があるのではないかという話が聞こえてきたりもし

たがどうか。特に大きい問題になってくる箇所は、補正予算を組んだ中で、問

題はなかったということで考えてよいか。 

杉山次長兼教育総務課長：今回、学校給食センターの調理運搬委託事業の補正

予算を計上したが、本来はもう少し早く計上することによって、事業者の参入
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しやすい環境を作ろうとしていたが、編成作業が遅れたことによって、実際の

ところかなり厳しいスケジュールで、今動いている。現在、受託している会社

はプロポーザルに参加してもらえると思っているが、参加される業者がどのく

らいになるかは不透明な状況である。本当に１日たりとも余裕がないぐらいの

スケジュールで進めているので、そういう影響があったかと思っている。また、

あわせて補助金も、もう少し早く上程する予定だったが、なかなかできなかっ

た。遡って７年度当初からを対象にしたいと思っているので、それもスケジュ

ール感としてはタイトになってしまったということは否めないところである。 

遠山教育長職務代理者：その他、意見・質問はあるか。 

（意見・質問なし） 

遠山教育長職務代理者：次に、「各課報告について」を議題とする。 

杉山次長兼教育総務課長：新年度予算にも関係するが、給食のことについて、

説明をさせていただく。既に報道等でご存知かと思うが、年末ぐらいから国が

小学校の給食費を無償化するということの動きがやっと見えてきて、そこから

かなり慌ただしく動いているところである。現状、分かっているところでは、

補助額は１人あたり５，２００円を上限としており、本市の場合は４，８００

円の基準額に１５％高騰分を上乗せし、１人あたり５，５００円の経費である

から、３００円ぐらいを市が持ち出すことにより対応する。国の説明では、そ

のオーバーした部分は保護者に求めることができるとなっているが、おそらく

それを選択する自治体は、あまりないのではないかと思っている。あわせて、

今、新年度予算の査定の真っ最中であるが、市長も給食費無償化の継続につい

ては引き続き行うと言っているので、小中学生とも令和８年度は給食費無償化

される予定である。最終的には、３月議会の議決において決定する。また、先

ほどの話で出た給食のアレルギー対応補助金の対応方法であるが、原則として、

まず学校生活管理指導表でアレルギー面談を行うが、指導表を提出している方

で、完全に１か月丸々給食を食べていないか、主食副食だけ食べていないのか、

牛乳を飲んでいないのか、その３パターンがある。月１食以上を喫食された方

は、対象外にさせていただく。生活管理指導表は、大体１００人程度が提出し
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ており、その中でアレルギー除去食を食べている方などもいる。大体１００人

中２０人ぐらいが対象になると思っており、一番多いのは牛乳だけを飲まない

子で、全く食べない子はいるがほんの少数になっている。続いて、北中学校の

保護者説明会であるが、２１日が現１年生の保護者に対しての説明会、本日は

新入生の保護者説明会があった。１年生は１１人いるが、１１人全員が北中学

校にそのまま在学する予定で、２年生は３年生になったら南中学校か門野中学

校へ別れる選択をする。新入生については、今のところ７名が１年生になると

報告を受けている。説明会の中での質問としては、在校生は学校が変わった場

合は、ジャージ等をどうするかということであったが、子どもの希望でそのま

ま着ていたいということであれば、そこは妨げるものではないが、新しいジャ

ージ等を着るようになれば、そこは行政の方で補助することを伝えた。統合に

反対などそういった意見は無かった。あとは、通学など今後のことは、校長先

生や教頭先生を含めた学校間の話し合いをしている中で、学校が変わった場合

でも、子どもたちがスムーズに学校へ溶け込めるような対応は、現場とも話を

しながら進めていきたいと思っている。  

鈴木幼児教育課長：幼児教育課から１点ある。宇佐美保育園の関係だが、幼児

教育課としては、宇佐美小学校と宇佐美幼稚園のサテライトこども園というこ

とで検討している。１月２７日に、幼児施設連絡調整協議会を再開することに

なっている。諮問としては、サテライトによる幼保連携型の認定こども園の開

園が１０年度という形になってしまう。もう１つは、市長も１０年度までの子

どもたちの安全を考えたときに、８年度中の閉園というところもある。どちら

が主として進むべき選択肢か、協議会での意見を伺うことで、市長もサテライ

トで進むべきか、その前に閉園ということの判断をしなければいけないのか、

有識者の意見を聞きたいということで、明日その会が再開をされる見込みにな

っている。  

山下生涯学習課長：生涯学習課からは、二十歳式とオレンジビーチマラソンの

結果を報告させていただく。まず、二十歳式だが、１月１１日に実施した。今

回の対象年齢は、平成１７年４月２日から平成１８年４月１日までに生まれた
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市内在住者と市外申込者を対象に、３６５人の皆様を迎えて、厳粛の中にも温

かみのある二十歳式が挙行された。式典はスムーズに進行し、式典終了後は強

風のため松川河口のステージで、学校ごとに記念撮影を行う予定だったが、観

光会館のロビーで写真撮影を行った。昨年来の課題であった周辺コンビニやス

ーパーへの式典参加者の無断駐車については、開会前から声かけを行った結果、

防止はできたが、式典終了後、コンビニを含めお迎えの車で観光会館周辺の混

雑については、皆さんがお帰りになるまで続いていた状況だった。次に、１月

１８日に開催した第６０回伊東オレンジビーチマラソン２０２６について報告

する。申込者数は２，２５６人、前回比で１０７．９％であった。コロナ前の

令和元年度比９３．３％だが、申込者数については、着実にコロナ前に近づい

てきている。当日参加者２，０３２人のうち２，０２６人が完走した。北は北

海道、西は大阪府から参加をいただき、最高年齢は９１歳の男性だった。レー

スについては、晴天で風もなく、むしろ暖かすぎるコンディションであったが、

ゲストランナーに駒澤大学ＯＢで結成されているＧｇｏａｔＲｕｎｎｉｎｇＴ

ｅａｍの西澤佳洋選手と工藤有生選手を迎え、１０キロの部に参加いただいた

ほか、レース後にファンサービスもしていただき、大会を盛り上げていただい

た。 

遠山教育長職務代理者：ただいまの説明について、意見・質問はあるか。 

Ａ委員：生涯学習課のオレンジビーチマラソンの人数が、また回復してきたと

いうことで、とてもよかったと思う。完走者が２，０２６人は、偶然だがすご

いなと思いながら見ていた。あと、二十歳式もとても良い式だった。北中学校

の説明会の話があったが、南中学校か門野中学校に移動する年に受験を迎える

学生あるいは保護者の方から、何か質問などはないか。配慮などを検討されて

いることがあれば、あわせて教えていただきたい。 

杉山次長兼教育総務課長：受験に対して不安という意見は、特には聞いていな

いが、やはり子どもが今よりも大規模な人数の学校に行くので、すぐに溶け込

めるかという部分が、保護者としては不安に思っているのではないかというふ

うに思っている。今後も慎重に考えていく。子ども同士の情報なども受け渡し
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されると思うので、本当にスムーズに入っていけるようになればいいと考えて

いる。 

Ａ委員：特に受験を迎える子たちと言ったが、受験関係なく、やはり学校が変

わることは大きいことなので、現場の声なども聞きながら、できる限りの対応

を進めていただけたらと思う。 

遠山教育長職務代理者：その他、意見・質問はあるか。 

Ｄ委員：北中学校の件は、表立って特に意見などないということだが、父兄や

生徒は不安を必ず持っていると思うので、丁寧に配慮いただく形で対応をお願

いしたいと思う。それから、宇佐美のサテライトの件、明日、協議会が再開す

るということだが、もし可能であれば、公式でも非公式でもどのような形でも

いいが、教育委員会として、子どもの命が第一を優先にぜひ配慮いただく検討

をお願いしたいということを伝えていただきたい。市長は令和１０年に閉園も

含めて検討しているということであるが、やはり園舎の安全を第一に検討いた

だいていることの表れだと思う。それを後押しするように、教育委員会として

も非常に懸念をしていて、市長に対しても要望を出しているので、それはぜひ

協議会にも共有をしていただければと思う。  

鈴木幼児教育課長：今回、諮問をして議論が再開するので、次回に向けて教育

委員として、会議に要請書ではないが、そういうものを出していくことはでき

ると思っている。 

Ｄ委員：おそらく協議会も同じ思いを持っていただいているというところで、

何かしらの形で同じ思いを持っていることを示しができればと思った。 

Ａ委員：前々から話が出ているので、本当に同時進行していかないといけない

難しさと同時に、その間も園に通う子どもたちや保護者の方も含めて、心配な

部分があると思う。命の安全を一番にということで、教育委員としても同じ思

いだから、色々な形で伝えていければいいと思う。可能な具体的に示す形がも

しあれば、また教えていただいて、それを基に対応させていただきたいと思う。 

遠山教育長職務代理者：その他、意見・質問はあるか。 

（意見・質問なし） 
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遠山教育長職務代理者：最後に、教育指導課から生徒指導の報告を行う。こち

らは秘密会になり、非公開案件となるので、傍聴人はこちらで退室をお願いす

る。 

 （傍聴人退出） 

（傍聴人退出後、秘密会として生徒指導報告がされた。） 

遠山教育長職務代理者：今後の日程について確認する。 

事務局：２月の定例会については、２月１９日（木）午後２時３０分を予定し

ている。３月の定例会については、３月２６日（木）を予定とする。 

遠山教育長職務代理者：以上で、伊東市教育委員会１月定例会を終了する。 

 

 

以上のとおり会議の次第を記録し、ここに署名する。 
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